
第 23 回 川口カップ  男子決勝戦  戦評 

 

高麗川フェニックス（日高市）  対  狭山ボンバーズ（狭山市） 

 

 

第 1Q （高麗 11-13 狭山） 

両チーム共、落ち着いた立ち上がり。狭山＃13、高麗川＃7 共に綺麗にミドルシュートを決

め、ゲームが動き出す。高麗川＃6 のドライブイン、狭山＃4 のインサイドと、スピード対

高さの様相で進むが、狭山ブザービーターのロングシュートを決めて2点リードで1Q終了。 

 

第 2Q （高麗川 1-16 狭山） 

開始早々、狭山がオフェンスリバウンドに強さを見せ連続得点。高麗川早めにタイムアウ

ト。しかし高麗川ガード陣がリズムをつかめずターンオーバーから失点しまう。狭山がデ

ィフェンスから流れに乗り、（高麗川 12-29 狭山）一気にリードし、前半終了。 

 

第 3Q （高麗川 6-18 狭山） 

高麗川ガード陣が頑張りディフェンスからのブレイクで＃6、＃7 が速いドライブを決め、

能力の高さを見せ付ける。一方、狭山も高さだけでは無く、華麗なパスワークからのバラ

ンスの良い攻撃を見せて得点を重ねる。フリースローも確実に沈めて、さらにリードを広

げ(高麗川 18-47 狭山)3Q 終了。 

 

第 4Q （高麗川 4-11 狭山） 

狭山の勢いは止まらない。鋭いディフェンスからターンオーバーを誘い得点を重ねる。 

高麗川タイムアウトを取り、残りは 4 分。最後まで諦めずに果敢に攻め込んで行く。 

しかし、流れは変わらず。両チーム共決め手に欠くもののじわじわと狭山が差を広げたと

ころでタイムｱｯﾌﾟ。 高麗川 22－58 狭山 

狭山ボンバーズが川口カップ初優勝を飾った。 

 

総合力で高いレベルの狭山ボンバーズ。最後の最後まで諦めずにコートを元気良く走り回

った高麗川フェニックス。決勝戦を闘うに相応しい両チームに拍手を贈りたい。 

 

 

 

 

 

 


